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株主の皆さまには、平素より格別のお引き
立てを賜り厚く御礼申し上げます。

私から、平成26年度の業績や前中期
経営計画の達成状況のほか、本年4月
からスタートした新中期経営計画につい
てご説明いたします。

▶平成26年度の業績
　平成26年度の連結当期純利益は、通期目標9,500億円を上回る1兆337億円

となりました。

　国内の経営環境は、消費増税による景気の足踏みや日銀の追加金融緩和による

市場金利のさらなる低下など、厳しい局面もありましたが、お客さまのニーズを捉

えた商品・サービスの提供に努めた結果、投資銀行収益などの手数料収益が

増加し、業績は順調に推移しました。また、大企業から中堅・中小企業までお取引

先の資金需要が拡大し、法人向け貸出も堅調に増加しました。

　海外では、地政学リスクの高まりや欧州経済の停滞など地域によっては不安定

な環境下にありましたが、米国やアジアでの事業が好調に推移したことに加え、

タイのアユタヤ銀行の連結化もあり、業績は大きく伸長しました。

▶前中期経営計画の達成状況
　平成26年度を最終年度とする前中期経営計画では、「グローバルベースでの

総合金融力の拡充」、「再生・再創造に取り組む本邦市場への貢献」を基本方針

として、さまざまな施策を展開してきましたが、着実な前進を遂げることができ

ました。

　国内では、リテールビジネス、法人ビジネスともに、グループ協働を進め、お客

さまのニーズに合った高付加価値の商品やサービスを提供してまいりました。

　海外では、タイのアユタヤ銀行の子会社化や米国のMUFGユニオンバンクと

三菱東京UFJ銀行米州事業の運営の一体化など、総合金融力の強化に向けた

取り組みも着実に進めることができました。

　財務目標に関しては、海外経費の増加などにより、経費率目標は達成できません

でしたが、ROE目標や顧客部門（リテール、法人、国際、受託財産の各連結事業

本部）の営業純益目標など、その他の目標は達成することができました。

*1 リテール＋法人＋国際＋受託財産各連結事業本部＋アユタヤ銀行の合算
*2 平成23年度実績はモルガン・スタンレーの持分法適用関連会社化に伴う負ののれんを除く
*3 平成31年3月に適用される規制に基づく試算値

成長性 連結営業純益（顧客部門）*1 10,448億円 15,228億円（46%増）平成23年度比約20％増

健全性 普通株式等Tier1比率（完全実施）*3 9%程度 12.3%9.5％以上

収益性

連結経費率 56.9% 61.1%50％台後半

連結当期純利益RORA*2 0.8% 0.92%0.9%程度

連結ROE*2 7.75% 8.74%8%程度

平成23年度実績 平成26年度実績平成26年度目標

前中期経営計画の主な財務目標と実績
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▶新中期経営計画の策定
　平成27年4月より、新中期経営計画がスタートしました。

　この中期経営計画の策定にあたっては、前中期経営計画を振り返って抽出され

た課題や、10年後の経営環境の変化を見据え、そのファーストステップとしての

3年間をどう位置づけるか、という点で検討を重ねました。

　国内では少子高齢化の進展により、相続や資産承継に関するニーズが高まる

ことが予想されるほか、大企業だけでなく中堅・中小企業の海外ビジネス展開

が加速し、海外進出サポートや国境をまたぐ金融ニーズも高まることが予想され

ます。海外では、アジアの相対的な高成長と米国の持続的な成長が予想される

ほか、資産運用ビジネスの成長が期待されています。さらに、ICT（情報通信技術）

の進歩と普及により、小売業者など異業種や新興企業の金融ビジネスへの参入

も見込まれます。

　このように、金融機関を取り巻く環境は、大きく変化することが予想されます

が、MUFGが今後も持続的な成長を実現するには、これらの環境変化を的確に

捉え、変化を先取りした事業モデルの進化・変革を行っていくことが必要とな

ります。

　新中期経営計画は、このような認識のもと、変化するお客さまのニーズを起点

にビジネスを組み立てる「お客さま起点」とグループベースでビジネスを最適化

する「グループ起点」、効率化による競争力の向上を目指す「生産性の向上」の

３つの考え方を軸に、各事業戦略や経営基盤に関する戦略を策定しました。

　MUFGは今後も、国内にしっかりと軸足を置きつつ、グローバルな成長を続けて

まいります。そして、環境の変化を的確に捉え、ビジネスモデルの進化・変革に

挑戦することで、皆さまのご期待に応えてまいりますので、今後とも一層のご支援

を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

平成27年6月
株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ

代表執行役社長兼グループCEO

新中期経営計画の概要はP4～7をご覧ください。
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▶基本方針
　中期経営計画では、基本方針を以下のとおり定めています。引き続き、国内にしっ
かりと軸足を置きつつ、グローバルな成長を取り込むとともに、事業モデルの進化・
変革に挑戦します。
　また、事業戦略を支える財務基盤や経営管理態勢のさらなる強化にも取り組み
ます。

▶事業戦略
　国内では、個人のお客さまの資産形成や消費活性化へ貢献するほか、中堅・中小
企業のお客さまの成長に貢献することで、ＭＵＦＧの安定成長につなげてまいります。
　また、海外では、収益基盤の多様化に向けた戦略を実行していきます。

▶財務目標
　MUFGグループの安定的・持続的な利益成長の実現に向けて、顧客部門*1を
中心に国内外での収益基盤の多様化を進めるとともに、生産性の向上による資本
効率の改善を目指します。

日本経済再生への金融としての貢献、安定成長を支える本邦事業基盤の
強化
成長を牽引するグローバル事業の強化・拡充
お客さま起点での事業モデルの進化・変革、新たな事業領域・顧客基盤
開拓への挑戦
財務・資本運営高度化による充実した資本基盤の維持とROEの向上
G-SIFIs*に相応しい経営管理態勢の構築

個人のお客さまの資産形成・消費活性化への貢献

中堅・中小企業のお客さまの成長への貢献

グローバルCIBモデルの変革

セールス＆トレーディング業務の進化

資産運用・管理業務のグローバル展開

トランザクション・バンキングのさらなる強化

アジア・米国における商業銀行基盤の強化・確立

●

●

●

●

●

●

●

持続的なグループの成長に向けた進化・変革

* Global Systemically Important Financial Institutions（グローバルなシステム上、重要な金融機関）の略

*1 リテール、法人、国際、受託財産の各事業本部
*2 平成31年3月末に適用される規制に基づく試算値

成長性

収益性

健全性

1株当たり利益（EPS）

普通株式等Tier1比率*2

ROE

経費率

73.22円

平成26年度実績

12.3%

8.74%

61.1%

26年度比
＋15%以上

平成29年度目標

9.5%以上

8%台後半

60%程度

▶経営管理・基盤等戦略
　G-SIFIsにふさわしい経営管理態勢の構築や財務・資本運営の高度化に努めて
いきます。

グループ経営管理・統合的リスク管理の態勢強化

グループベースでの経営基盤強化・効率化

グループ財務・資本運営の高度化

MUFGグローバルベースでのコーポレート・コミュニケーション推進

●

●

●

●

1

2
3

4

5
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▶中期経営計画を推進する原動力～ MUFGの強み
グループ総合力

　MUFGは、商業銀行・信託銀行・証券会社をはじめ、カード会社、消費者金融
会社、リース会社、資産運用会社など、主要金融分野でトップクラスの企業が一体
となり、さまざまな金融サービスを提供しています。

*1三菱UFJリース、モルガン・スタンレー、モルガン・スタンレーMUFG証券は持分法適用関連会社です。
*2三菱UFJ投信と国際投信投資顧問は、平成27年7月1日付で合併し、商号を三菱UFJ国際投信に変更する予定です。

（平成27年3月末現在）

三菱東京UFJ銀行 三菱UFJ信託銀行 三菱UFJニコス

MUFG
ユニオンバンク

アユタヤ銀行

三菱UFJリース*1

モルガン・スタンレー*1三菱UFJフィナンシャル・グループ
（持株会社）

三菱UFJ証券
ホールディングス

三菱UFJモルガン・
スタンレー証券

モルガン・スタンレー
MUFG証券*1

1

強固な財務基盤
　国際的な自己資本比率規制（バーゼルⅢ）で平成31年3月末までに求められる
普通株式等Tier１比率などの所要自己資本水準を上回っているほか、国内外の
格付機関からの格付けも高い水準を維持しています。

2
4

グローバルネットワーク
　日本の金融機関随一の幅広いグローバルネットワークを通じてお客さまのグロー
バルな金融ニーズにお応えしています。

MUFGは40ヵ国以上、1,150拠点を超える海外ネットワークを展開しています。
～ 海外のネットワーク ～

3

充実した顧客基盤
　MUFGは、国内では個人のお取引口座4,000万口座、法人のお取引先数40万
社と、幅広い顧客基盤を築いています。この顧客基盤をもとに世界でもトップクラス
の預金・貸出残高を維持しています。

▶MUFG
▶三菱東京UFJ銀行
▶三菱UFJ信託銀行
▶三菱UFJ証券ホールディングス

A

A+

A+

A

S&P Moody's

A2

A1

A1

A3

中国工商銀行
中国建設銀行
中国農業銀行
中国銀行
JPモルガン・チェース
HSBC
MUFG

300.1
248.8
241.8
210.0
163.3
161.8
148.6

1
2
3
4
5
6
7

国名金融機関名 残高（兆円）

アコム

アユタヤ銀行

658拠
点

米国

426拠
点

アジア・オセアニア

64拠
点

▶普通株式等Tier1比率

▶預金残高ランキング

▶格付け

（平成26年12月末）

出所：各社決算資料より三菱東京UFJ銀行経済調査室作成
*貸出残高は、貸倒金引当金を除く
公的金融機関を除く

中国工商銀行
中国建設銀行
中国銀行
中国農業銀行
HSBC
MUFG

207.7
177.9
160.0
149.3
116.7
107.0

1
2
3
4
5
6

国名金融機関名 残高（兆円）
▶貸出残高*ランキング （平成26年12月末）

（平成27年3月末現在）

欧州・中近東・
アフリカ

35拠点

平成27年
3月末の
所要水準

4.5％

平成31年
3月末以降の
所要水準

8.5％

平成27年
3月末の実績*

12.3％
* 平成31年3月以降に適用される規制に基づく試算値

三菱UFJ国際投信*2
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▶資本政策の基本方針 ▶配当・自己株式取得の実績と予想

健全性の維持
　自己資本比率などで表される財務の健全性は金融・経済の礎として安定した
経営が求められる金融機関にとってとても重要です。ＭＵＦＧは、バーゼルⅢで求め
られる所要水準を充足していますが、引き続き財務基盤の強化・維持に努めます。

配当・自己株式の取得
　MUFGは、利益成長を通じて、安定的・持続的に配当を増加させていくことを
株主還元の基本方針としています。
　また資本効率の向上に向けた自己株式の取得については、バーゼルⅢの規制
水準を上回る十分な財務基盤があることを前提に、今後の成長に必要な資本を
踏まえた上で、継続的に検討しています。

成長に向けた投資
　持続的な成長を実現するため、成長が期待できる事業や地域に対して、効率性
を充分に検証した上で資本を投入していきます。

平成26年度の実績
　平成26年度の1株当たりの年間配当額は18円と、前年度より2円増額しま
した。また、平成26年11月に約1,000億円の自己株式を取得したほか、平成
27年5月にも1,000億円の自己株式取得を決定しました。

平成27年度の予想
　平成27年度の1株当たりの年間配当額は平成26年度と同額の18円を予想
しています。

　MUFGは、「世界に選ばれる、信頼のグローバル金融グループ」の実現に
向け持続的に成長するため、充実した自己資本を維持しつつ、「株主還元の
一層の充実」、「収益力強化に向けた資本活用」を目指しています。

株主還元の一層の充実

充実した自己資本の維持 収益力強化に向けた資本活用

MUFGの
企業価値

3,000

2,000

1,000

0

（億円）

■ 期末配当　■ 中間配当

◀配当性向

◀当期純利益

◀普通株式
1株当たり
の配当額

平成
26年度

平成
27年度
（予想）

平成
25年度

平成
24年度

平成
23年度

平成
22年度

平成
21年度

平成
20年度

平成
19年度

* 平成23年度はモルガン・スタンレーの持分法適用関連会社化に伴う負ののれんを除く

6,366 ▲2,569 3,887 5,830 6,906* 8,526 9,848 10,337

23.0％ ー 40.6％ 30.0％ 25.2％* 22.0％ 23.4％ 24.6％

9,500

18円

16円

13円
12円12円

12円

12円
14円

7円6円6円
6円

5円7円

7円 7円
7円6円6円6円6円

18円

9円9円

9円

9円9円

26.6％
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監 督

▶取締役会および各委員会の概要

執 行

法定の委員会

指名・ガバナンス委員会*1

任意の委員会

報酬委員会

監査委員会

リスク委員会

指名・ガバナンス委員会 　社外取締役を委員長とし、社外取締役および社長で
構成されています。株主総会に提出する取締役の選解任に

関する議案内容を決定するほか、持株会社や主な子会社の主要な経営陣の人事に
関する事項を審議し、取締役会に報告・提言します。またコーポレート・ガバナンス
の方針および態勢に関する事項を審議し、取締役会に報告・提言します。

　グループの経営監督機能を担います。17名の取締役で
構成され、うち7名（3分の1以上）は社外取締役または

執行を兼務せず高い独立性を有する取締役です。また17名のうち9名（過半数）は、
執行を兼務しない取締役です。
　社外取締役の経歴は、企業経営者、大学教授、弁護士、公認会計士となっており、
全体として多様な知見・専門性を備えた、バランスの取れた構成を実現しています。

取締役会

　社外取締役を委員長とし、社外取締役および社長で
構成されています。取締役および執行役の報酬等の内容

に係る決定に関する方針を定め、個人別の報酬等の内容を決定します。また持株会
社および主な子会社の役職員等の報酬に関する制度の設置・改廃について審議し、
取締役会に報告・提言します。

報酬委員会

　社外取締役を委員長とし、社外取締役および執行を
兼務しない社内取締役で構成されています。取締役および

執行役の職務執行を監査し監査報告を作成します。また実査を含めた持株会社また
は子会社の業務・財産の状況の調査などを行います。

監査委員会

　執行を兼務せず高い独立性を有する取締役を委員長
とし、社外取締役および外部専門家で構成されています。

グループ全体のリスク管理全般に関する諸事項を審議し、取締役会に報告・提言
します。またリスク管理全般に関する重要事項、重大なコンプライアンス事案に関
する事項およびその他リスク委員会で審議を要する重要事項を審議し、取締役会
に報告・提言します。

リスク委員会

グローバル・
アドバイザリーボード*2

アドバイザリーボード*2

株主総会

取締役会

経営会議
社長
執行役
執行役員

*1 「指名・ガバナンス委員会」は、会社法上の「指名委員会」に該当
*2 社外の有識者からなる経営会議の諮問機関。独立した立場から経営に関し提言や助言を行う

（　　　 ）

業
務
決
定
の
大
幅
委
任

業
務
執
行
の
監
督

　MUFGは、社外取締役の任用、取締役会傘下の委員会設置、グローバル・アド

バイザリーボードの設置等によりコーポレート・ガバナンス態勢の強化を図ってま

いりましたが、グローバルな金融グループとしての進化・変革を進めるなか、指名

委員会等設置会社への移行により、コーポレート・ガバナンス態勢のさらなる高度

化を進めることといたしました。



平成26年度決算ハイライト

1312

連結業務粗利益（信託勘定償却前）

営業費（△）

連結業務純益
（一般貸倒引当金繰入前・信託勘定償却前）

与信関係費用総額（△は費用）

経常利益

連結当期純利益

資産の部合計

 貸出金（銀行勘定）

　有価証券

　　うち国債

負債の部合計

　預金

純資産の部合計

普通株式等Tier1 比率

Tier1 比率

総自己資本比率

37,534

22,893

14,641

118

16,948

9,848

2,581,319

1,019,389

745,155

406,499

2,430,190

1,447,602

151,128

11.18%

12.37%

15.43%

42,290

25,841

16,449

△1,616

17,130

10,337

2,861,497

1,093,683

735,381

352,106

2,688,622

1,533,574

172,875

11.09%

12.58%

15.62%

（注）業績説明に使用している計数は、各々単位未満を切り捨てて表示しています。従って、表中のある項目の計数と他の項目を加減計算した
　　結果とが一致しないことや、説明文中の増減数値とグラフ・表中の計数を加減計算した結果とが一致しないことがあります。

平成25年度損益の状況（連結）

資産・負債の状況（連結）

自己資本の状況（連結）

平成26年度

平成25年度末 平成26年度末
42,290

37,534

（億円）

平成25年度 平成26年度

48,000

36,000

24,000

12,000

0

連結業務粗利益

資金利益や役務取引等利益の増加を主因
に、前年度比4,755億円増加しました。海
外貸出収益の増加や、投資銀行業務収益の
増加に加え、アユタヤ銀行の連結化などに
よるものです。

決算のポイント

●

●

●

連結当期純利益は、目標の9,500億
円を大きく上回る1兆337億円

貸出金および預金は、国内および海
外でともに増加

普通株式等Tier１比率は、規制水準
を上回る11.09%

与信関係費用総額*

貸倒引当金の増加やアユタヤ銀行の連結化
により、与信関係費用総額は、前年度の戻り
益の計上から費用計上に転じました。
* 与信関係費用（信託勘定）＋一般貸倒引当金繰入額＋与信
関係費用（臨時損益）＋償却債権取立益＋貸倒引当金戻入
益＋偶発損失引当金戻入益（与信関連）

自己資本比率（バーゼルⅢ）

普通株式等Tier1比率*は11.09%と、十分
な水準を確保しています。
* 普通株式等Tier1比率=中核的な自己資本（資本金・剰
余金）÷リスク・アセット

預金貸出金

101.9

144.7

109.3

153.3（兆円）

平成25年度末 平成26年度末

160

120

80

40

0

貸出金・預金

貸出金残高は、国内法人向け貸出、海外貸
出がともに増加し、前年度末比7.4兆円の
増加となりました。預金も国内外ともに増加
し、前年度末比8.5兆円の増加となりました。

10,3379,848

（億円）

平成25年度 平成26年度

12,000

9,000

6,000

3,000

0

連結当期純利益

前年度比489億円増加し、1兆337億円と
なりました。

営業費

海外事業に係る経費の増加やアユタヤ銀行
の連結化により、2,947億円増加しました。

平成25年度末 平成26年度末

（単位：億円）

（単位：億円）
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平成27年10月 8 日（木）愛知県名古屋市中区【名古屋】 各回150名

開催概要2

募集対象者

参 加 費

…………

…………

平成27年3月末時点で当社株式をお持ちの株主さま
（ご同伴は1名さままで可）
無料

②為替相場セミナー＆ディーリングルーム見学会（東京）

第1回　平成27年10月21日（水）
第2回　平成27年10月22日（木）

開 催 日
募集人数

内 容

三菱東京UFJ銀行内会議室およびディーリングルーム（東京都千代田区）開催場所

13：30 ～ 16：00頃時 間

第一部

第二部

▶

▶

テーマ：「円相場の現状と見通し」（仮題）
講  師：株式会社三菱東京UFJ銀行グローバルマーケットリサーチ

チーフアナリスト　内田 稔 氏
（円相場の現状と見通しについて基本的な内容を中心に解説します）

ディーリングルーム見学会
（ディーラーが取引を行う現場をご覧いただきます）

内 容

時 間 ［午前の部］10：30 ～ 12：00頃 　［午後の部］14：00 ～ 15：30頃

開催場所 各地域のグループ会社または外部の会議室

テーマ
講 師

：「内外の経済・金融を展望する」（仮題）
：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社
  執行役員調査本部長　五十嵐 敬喜 氏 

平成27年10月15日（木）東京都千代田区【東 京】 各回380名

平成27年10月 9 日（金）大阪府大阪市中央区【大 阪】 各回200名開 催 日
募集人数

①経済セミナー（東京・大阪・名古屋）

MUFGでは、日頃ご支援いただいている株主さまを対象に、下記のとおりセミナー
を開催いたします。なお、当社株式を長期に保有いただいている株主さまへの感謝
として、ご応募いただいた方のうち、当社株式を5年超保有*の株主さまの当選倍率
を通常より2倍に優遇させていただきます。

当社ホームページ内『動画配信』（http://www.mufg.jp/investors/movie/）

mufg 　201510

▶リンク先情報

▶ユーザー名 　▶パスワード

経済セミナーの様子を当社ホームページにて公開します。詳細は以下をご覧ください。

お問い合わせ先：株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ

受付時間：土・日・祝祭日を除く9：00～17：00

0120-321-629

03-3240-8111

MUFG株主倶楽部
専用デスク
代表電話

（通話料無料）

（通話料有料）

応募要領3

締め切り　平成27年7月27日（月）消印有効

抽選の上、当選された株主さまには平成27年9月上旬にご招待状をお送りいたします。
◎ご注意◎
1.当日の受付時刻および場所等の詳細につきましては、当選された株主さまのみにご案内いたします。
2．開催場所までの往復の交通費は各自でご負担いただきます。
3．応募時に必要事項の記入漏れがあった場合には、無効となる可能性がございます。
4.やむを得ない理由で中止や内容変更となる場合がございます。

ご記入要領
１.
2.

3.
4. 

ご希望のセミナーおよび開催日時を選択してください（いずれか一つをお選びください）。
株主さまのご住所、お名前（ふりがなを含む）、お電話番号、株主番号（「配当金領収証」または「配当
金計算書」の住所氏名欄の右上8桁の番号）をご記入ください。
ご同伴者さまがいらっしゃる場合は、その方のご住所、お名前（ふりがなを含む）もご記入ください。
個人情報保護シールをはがし、折り曲げてしっかりと貼り付けてご投函ください。

応募方法：同封の「ＭＵＦＧ株主セミナー参加申込書」に必要事項をご記入の上、ご投函ください。

*中間期末日および期末日の株主名簿に連続11回以上記載

五十嵐 敬喜氏

動画配信1

第3回　平成27年10月23日（金）
各回100名
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株式に関するお手続き
・証券会社の口座に当社株式が記録されている株主さま
原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社
等）で承ることとなっておりますので、お取引の証券会社
等にお問い合わせください。
・特別口座に当社株式が記録されている株主さま
上記三菱ＵＦＪ信託銀行にお問い合わせください。
三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いします。

住所・氏名など届出事項の
変更、配当金振込先の指定、
買取請求その他各種お手続き

未受領配当金の支払

株式事務のご案内
定時株主総会基準日
定時株主総会
配当金受領株主確定日
公告掲載方法

上場証券取引所

3月31日
6月下旬
期末配当金3月31日／中間配当金9月30日
当社の公告は電子公告により行っております。
電子公告掲載URL : http://www.mufg.jp/
ただし、やむを得ない事由により、電子公告を行うことができ
ない場合は、日本経済新聞に掲載する方法により行います。
東京、名古屋、ニューヨークの各証券取引所

（特別口座の口座管理機関）株
式
事
務
取
扱
場
所

　 株主名簿管理人

　 事務取扱場所

　 お問い合わせ先・
 　郵便物送付先

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
〒１３７-８０８１ 東京都江東区東砂七丁目１０番１１号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
電話：０１２０-２３２-７１１（通話料無料）
（受付時間　土・日・祝祭日を除く９：００～１７：００）

取締役
代表執行役会長
取締役
代表執行役副会長
取締役
代表執行役副会長
取締役
代表執行役社長
取締役
代表執行役副社長
取締役
執行役専務
取締役
執行役常務
取締役
執行役常務

園　潔

若林　辰雄

長岡　孝

平野　信行

小山田　隆

黒田　忠司

徳成　旨亮

安田　正道

その　   きよし

 わかばやし         た つ お

  ながおか　　 たかし

 ひ ら の のぶゆき

   お や ま だ 　 　たかし

  く ろ だ    た だ し

  とくなり　　 むねあき

  や す だ まさみち

執行役専務

執行役専務

執行役専務

執行役専務

執行役専務

執行役専務

執行役常務

執行役常務

執行役

守村　卓
村林　聡
岡本　純一
福本　秀和
廣田　直人
荒木　三郎
濱本　晃
柳井　隆博
折笠　洋一

 もりむら　　 たかし

むらばやし　　 さとし

 おかもと じゅんいち

 ふくもと         ひでかず

  ひ ろ た   な お と

  あ ら き    さぶろう

 はまもと　　 あきら

  や な い       たかひろ

 おりかさ         よういち

取締役・執行役（平成27年6月25日現在）
取締役

取締役

取締役

取締役 *

取締役 *

取締役 *

取締役 *

取締役 *

取締役 *

三雲　隆
島本　武彦
川本　裕子
松山　遙
岡本　圀衞
奥田　務
川上　博
佐藤　行弘
山手　章

  み く も 　　 たかし

 しまもと         たけひこ

 かわもと         ゆ う こ

 まつやま　　 はるか

 おかもと  く に え

  お く だ 　　 つとむ

 かわかみ　　 ひろし

  さ と う          ゆきひろ

  や ま て 　　 あきら

株式の状況（普通株式）（平成27年3月31日現在）

株式の状況 発行済株式の総数
株主数

14,168,853,820株
676,170名

大株主

1.
2.
3.

持株比率は、小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。
普通株式の持株比率は、自己株式148,872,202株を除いて算出しております。
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（明治安田生命保険相互会社・退職給付信託口）に
つきましては、明治安田生命保険相互会社が退職給付信託として信託設定している普通株式
であり、その議決権行使の指図権は明治安田生命保険相互会社が留保しております。

（注）

持株比率（％）所有株式数（株）
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
THE BANK OF NEW YORK MELLON SA/NV 10
STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY
STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 
505223
日本生命保険相互会社
THE BANK OF NEW YORK MELLON AS 
DEPOSITARY BANK FOR DR HOLDERS
日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（明治安田生命保険相互会社・退職給付信託口）
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９）
STATE STREET BANK WEST CLIENT - TREATY 
505234

685,860,400
578,365,800
240,414,475
215,355,292

189,201,633

182,072,553

181,415,674

175,000,000
167,915,900

166,380,178

4.89
4.12
1.71
1.53

1.34

1.29

1.29

1.24
1.19

1.18

1
2
3
4
5

6
7

8

9
10

所有者別分布状況

（注）構成比率は、小数点第3位以下を切り捨て、
自己株式・単元未満株式を除く。

■その他の法人

■個人・その他

■金融商品取引業者

14.23%

■金融機関
30.31%

12.62%

2.45%

■政府および地方公共団体
0.02%

■外国法人等
40.34%

* 取締役のうち、松山 遙、岡本 圀衞、奥田 務、川上 博、佐藤 行弘、山手 章の各氏は、会社法第2条第15号に定める社外
取締役です。



平成27年6月発行
本誌はFSC　　認証紙、植物油インキを使用しています。

〒100-8330　東京都千代田区丸の内2-7-1
電話03（3240）8111（代表）
URL:http://www.mufg.jp/

株式に関するお手続についてご不明な点などがございましたら、
以下の株主名簿管理人の連絡先にお問い合わせください。

電話：0120-232-711（通話料無料）
（受付時間　土・日・祝祭日を除く9：00～17：00）

®

▶MUFG通信の発行回数について
弊社はこれまでMUFG通信を年４回発行してきましたが、今後、年２回（6月、12月）の発行とさせていた
だくことになりました。
引き続き、経営方針や事業戦略などをわかりやすく株主の皆さまにお伝えできるよう、誌面のさらなる充実
に取り組んでまいりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

お知らせ
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